
I 建設候補地、概算事業費・予算、施設内容、これまでの事業推進の経緯及び計画の個

別の記載内容に関するもの 
 

１ 寄せられたご意見 

受付 No.   ご意見 

9 ①本当に図書館と生涯学習施設を統合する必要性があるか分からなかった。 

人口減少と低予算を考慮するならば、ある程度既存の施設を活用・改修して市内の数ヶ所に分散した方が学生や高齢者にとっての利便性も現実性も高いと推察す

る。 

 

②“サウンディング型市場調査”を基に現案の「嘉平山」へと決定した経緯が良く分からないため、説明を市民に十分に実施してほしい。 

現案には旧案の駅前やふれすぽが外されているが、そもそも「必要な施設の面積」「駐車場なども含む必要面積」などの記載がなく、妥当性の判断が難しいと言わ

ざるを得ない。また、旧中央公民館や旧図書館の課題をクリアしているのか、「胎内らしさ」をどう実現するか等も御説明願たい。 

 

➂対案として旧中条町体育館跡地等も候補に入れることをお願いしたい。 

 

２ 回答 

【建設候補地について】 ※再掲 

胎内市生涯学習施設整備基本構想の策定にあたっては、当時の検討委員会やワークショップを通じて、市民代表の皆様からいただいたご意見を踏まえ、図書館や公民館

の機能に加え、多世代や子育て世代の全市民を対象とする施設として検討を進めてきております。 

 建設候補地につきましては、駅周辺や旧中条体育館跡地といった案も挙がりましたが、たとえば駅周辺は敷地の広さを含め、適切な土地の確保が難しいこと、また旧中

条町体育館跡地は今後の統合中学校の建設候補地としても検討されていることなどから、様々な条件を総合的に勘案し、現時点では関沢地内（通称：嘉平山）をあくまで

も予定地ではなく、有力候補地として挙げているところです。※基本計画（案）18 頁、「５ 建設候補地」参照 

建設候補地に関しては、市民の皆様からいただいた多様なご意見を今後も丁寧に受け止めながら、専門的な知見も踏まえて、できる限り多くの皆様にご利用いただけるよ

う、望ましい方向性を見出してまいりたいと思います。 

なお、今後、市民説明会を開催し、市民の皆様からの様々なご意見に耳を傾けながら多様な意見を望ましい方向に集約すべく、市に対して答申を行っていただく組織を

立ち上げる予定としております。 

 

【徒歩で行ける場所について】 ※再掲 

生涯学習施設は地区住民に限らず、市内全域の市民の皆様にご利用いただくことを前提としております。全ての地域から徒歩でお越しいただけるわけではありませんが、

できる限り多くの方がアクセスしやすい立地となるよう検討を進めてまいります。 

 また、「のれんす号」の活用に加え、定期バスの運行についても検討してまいりたいと考えております。 

なお、生涯学習施設は市民全体の施設として位置づけておりますが、現在の図書館と中央公民館は、これまで主たる利用の実相としては、中条地区の皆様の施設として

の役割を果たしてきたものと受け止めており、中条地区においても、乙、築地、黒川地区の地区公民館等と同様に、図書室を併設した公民館的な機能については、既存施

設の活用等を含め、その機能を維持していくことを基本方針としております。 

 

【建設規模について】 ※再掲 

基本計画（案）に記載されている延床面積は、基本構想で示すコンセプトに基づく想定面積の最大値であり、今後は設計者のアイデアや提案を柔軟に取り入れつつ、機

能性や快適性を確保しながら、過大とならないよう十分に配慮し、コンパクトで実用的な施設を目指してまいります。 

 

【複合施設について及び胎内市らしさのイメージについて】※前段再掲 

 子ども・子育て世代や多世代交流を促進する交流施設としての機能も加え、公民館機能、図書館機能、多世代交流の場という３つの役割を担う複合施設の整備を目指し

ていきたいと考えております。 

検討委員会やワークショップを通じて、市民の代表の方からの意見を踏まえ、複合施設として整備することで、相互の連携を深め、市民の学びや課題解決を支援する、

効率的かつ効果的な環境を整えてまいりたいと考えております。 

豊かな自然に囲まれ、静かな環境が整っており、屋外を活用した生涯学習スペースや、子どもたちが遊び・学ぶためのスペースを確保する条件に適している関沢地内の

市有地（通称：嘉平山）は、「胎内市ならではの特性を活かした学びや遊びの場を提供することで、地域内外の方々が気軽に訪れることができる施設」というコンセプトに

合致しているものと考えています。なお、胎内らしさのイメージは、今後、事業進捗の過程でより具体について明確にしていきたいと思っております。※基本計画（案）

８頁及び基本構想８頁参照 

  

【これまでの経緯について】 ※再掲 

これまで協議を行ってきた過程において、あくまでも建設候補地としたものが、断片的な新聞報道の影響もあり、あたかも決定事項であるかのように漠然としたイメー

ジで受け止められた方もいらっしゃる状況にあると認識しております。 

その様なことにも留意しつつ、今後は、市民の皆様に誤解を与えないよう、丁寧な説明と情報発信に努めてまいります。 

 

【その他ご意見について】 ※再掲 

 その他いただいた貴重なご意見は、今後の検討や運営の参考とさせていただきます。貴重なご意見をいただき、誠にありがとうございます。 

 


